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「話すこと・聞くこと」、「書くこと」、「読むこ

と」の各領域において、社会生活におけ

る人との関わりの中で伝え合う力を高

め、自分の思いや考えを広げたり深めた

りしている。

具体的に設定した意見交流会等

の言語活動を通しての学習への

取組を評価します。例えば、発

表会に向けて、自分の文章の表

現を繰り返し修正している姿

や、目的に合うように、既習の言

語知識等を生かそうとしている

姿等から見取ります。

PointPoint
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中
学
校
国
語
科1

1

1

2

2

2

PointPoint

お世話になった方へ感謝の気持ちを伝えるために、具体例等の記述が分かりやすいかどうかを友達からの

付箋等を基に判断し確かめて、自分の文章を見直し修正してお礼状を書いている。
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中
学
校
社
会
科

行います。

PointPoint

2

2

2

1

1

1
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自らの学習を調整しようとする

側面を見取るには、生徒が問題

解決の過程や学んだことの意義

を振り返ることが必要です。評

価場面では、新たに得た数学の

考え方を今後の学習や生活にど

のように生かせそうか等、振り

返る視点を教師が示すことも考

えられます。

PointPoint
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中
学
校
数
学
科

PointPoint

2

1

21

21
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中
学
校
理
科

①運動の規則性を日常生活や社会と関連付けなが

ら、運動の速さと向き、力と運動についての基

本的な概念や原理・法則などを理解していると

ともに、科学的に探究するために必要な観察、

実験などに関する基本操作や記録などの基本的

な技能を身に付けている。　　　

PointPoint

2

1

21

21
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音楽を形づくっている要素や要素同士の関連を
知覚し、それらの働きが生み出す特質や雰囲
気を感受しながら、知覚したことと感受したこと
との関わりについて考え、どのように表すかに
ついて思いや意図をもったり、音楽を評価しな
がらよさや美しさを味わって聴いたりしている。

音や音楽、音楽文化に親しむ
ことができるよう、音楽活動を
楽しみながら主体的・協働的に
表現及び鑑賞の学習活動に取
り組もうとしている。

PointPoint

「思考・判断・表現」を指導・評価をする際

のポイントとなる「音楽を形づくっている要

素（音色、リズム、速度、旋律、テクスチュ

ア、強弱、形式、構成など）」は、その題材

の学習において生徒の思考・判断のよりどこ

ろとなる主な音楽を形づくっている要素を選

択して評価します。

・曲想と音楽の構造や背景などとの関
わり及 び 音楽の多様性について理解
している。　　　　　　　　　　　　　　　

・創意工夫を生かした音楽表現をする
ために必要な技能を身に付け、歌唱、
器楽、創作で表している。

Ⅰ　文頭にその題材の学習に粘り強く取り組んだり、自らの学習を調整しようと

　　する意思をもったりできるようにするために必要な、扱う教材曲や曲種等の

　　特徴、学習内容など、生徒に興味・関心をもたせたい事柄を記載する。

Ⅱ　扱う分野を選択して挿入する。

歌詞が表す情景や心情及び曲の表情や味わい（Ⅰ）に関心をもち、

音楽活動を楽しみながら主体的・協働的に歌唱（Ⅱ）の学習活動に

取り組もうとしている。
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中
学
校
音
楽
科

しい

歌唱表現としてどのように表すかについ

て思いや意図をもっている。

①「荒城の月」、「早春賦」の歌

詞が表す情景や心情及び曲の

表情や味わいに関心をもち、

音楽表現を楽しみながら主体

的・協働的に歌唱の学習活動

に取り組もうとしている。     

PointPoint

2

2

1

1

21

題材内でのバランスの取れた評価計画の工夫

を歌

を創意工夫する。

・曲にふさわしい表現で主体的に

　「早春賦」を歌唱する。

・題材全体の学習の振り返りをす

　る。

思いや意図をもって歌っている。

・記述している言葉や発言の内容が具体的にど

こまで表現できていればよいのか明確にする。

・本時の中の評価する学習場面を決める。

・どのように工夫して歌いたいかについて、発言したり

歌い表そうとしたりしている。

・感じたことや音楽の特徴等に触れながら、どのように

歌いたいか、思いや意図をノート等に書いている。



43

「思考・判断・表現」は「発想や構想」と「鑑賞」を評価

「A表現」の場合の「知識」は、

「技能」が発想や構想をしたこと

等を基に表す技能であるため、生

徒の様子や作品から「技能」と一

緒に見取ります。「B鑑賞」の場合

は、生徒の様子やワークシートか

ら見取ります。題材終了後に双方

を総括することが考えられます。

題材において設定した「知識及び

技能」と「思考力、判断力、表現

力等」の資質・能力を、生徒が学

習活動の中で「楽しく」（第１学

年、「主体的に」（第２学年及び

第３学年）身に付けようとした

り、発揮しようとしたりすること

へ向かう態度を評価します。
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中
学
校
美
術
科

、

（生徒の様子、ワークシート）

商品の特徴を伝える目的や調和のとれた洗練

された美しさなどを感じ取り、作者の心情や

表現の意図と工夫などについて考えている。

（ワークシート）

商品のよさや特徴を伝えることを基に、伝え

る相手や内容から主題を生み出し、伝達の効

果と美しさなどとの調和を考え、表現の構想

を練っている。

（生徒の様子）

主体的にオリジナル商品の特徴を他の人に分

かりやすく伝えることを基に見方や感じ方を深

める鑑賞の学習活動に取り組もうとしている。

（生徒の様子、作品）

意図に応じて表現方法を創意工夫して創造的

に表し、見通しをもって表している。

（生徒の様子、作品）

形や色などが感情にもたらす効果や商品の内

容、造形的な特徴などを基に、全体のイメー

ジなどで捉えることを理解している。

PointPoint

21

21

21
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例えば、パスやシュート等、技能のポイントを知識とし

て学ぶ機会を設け、練習場面を設定し実際に練習した上

で、その評価を行います。練習を通して得た気付きを踏

まえて、話し合いの場面で他者へ伝えている内容を基に

評価できるよう、場面設定することが大切です。
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中
学
校
保
健
体
育
科

話し

PointPoint

2

1

21

21

出すことができる。
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は、下記のⅠ～Ⅲの内容を全て含め、題材

の目標や学習内容等に応じて設定します。

進んで知識及び技能を獲得しよう
としたり、課題を解決しようとした
りしながら、技術を工夫し創造し
ようとしているかを評価します。
観察以外にレポートや設計図、振
り返りカード等の記述や、評価資
料のポートフォリオを時系列で比
較し、総括して評価します。

PointPoint
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中
学
校
技
術
・
家
庭
科
【
技
術
分
野
】

にします。

PointPoint

2

2

1

1

21
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は、下記のⅠ～Ⅲの内容を含め、家庭分野の目標（３）や学習内

容に応じて設定します。

PointPoint
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中
学
校
技
術
・
家
庭
科
【
家
庭
分
野
】

PointPoint

1

2

1 2

1 2
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の評価規準は「思考・判断・表現」の評価規準と一体的に設定します。　

シ

い

PointPoint
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中
学
校
外
国
語
科

単元の中で３観点５領域を評価する場面を設定します。

確実に全員分の記録を残すために、学期末等にペーパー

テストやパフォーマンステストを実施します。授業中の

活動の観察、振り返りやワークシートの記述内容も加味

し、評価を決定します。

・現在完了を扱った対話文を読み、英文

を引用する等しながら、考えたことや

感じたこと等を伝え合う。

・現在完了を扱った教科書とは別の対話

文や文章を読み、引用しながら考えた

ことや感じたことをペアで伝え合う。

・ピクチャー・カードを使い、現在完了

を正しく引用しながら、教師やALTに

教科書の内容について説明する。

・初見の文章を読み、英文を引用する等

しながら、考えたこと、その理由等を

伝え合う。

・ペアで話した内容を踏まえ、自分の考

え等を書く。

教師が１時間で全ての生徒のやり取りを見取るこ

とは現実的ではありません。パフォーマンステス

トで確実に見取り、記録に残すことを目指します

が、単元の最終時でも極力見取りを行い、記録し

ます。ペアを替えたり、TTで実施したり等、見取

りの機会を増やし観察を行います。

PointPoint

1

1

2

2

1 2
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PointPoint

PointPoint

PointPoint
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中
学
校
特
別
活
動

 各学校で定めた評価の観点を指導

要録に記入した上で、各活動・学校

行事ごとに、十分満足できる活動

の状況にあると判断される場合に

〇を記入します。

　左の例では「特別活動における

資質・能力の視点を基に重点化を

図った例」を記入していますが、各

学校で定めた観点を記入します。


